
    牛頸区ホームページ：http://www.kouminkan.info/onojo/ushikubi/  

【
七
月
の
行
事
報
告
】 

●
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
区
対
抗
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

７
月
１
日
、
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

区
対
抗
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
牛

頸
区
か
ら
１
チ
ー
ム
、
若
草
区
か
ら
２
チ
ー

ム
の
３
チ
ー
ム
合
同
で
参
加
し
ま
し
た
。 

牛
頸
区
か
ら
た
だ
１
チ
ー
ム
参
加
し
た
「
プ

チ
プ
リ
テ
ィ
」
、
ア
ラ
カ
ン
の
元
気
で
プ
リ

テ
ィ
な
女
性
達
は
大
健
闘
で
し
た
。
で
も
フ

ル
セ
ッ
ト
の
試
合
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
来
年
牛
頸
区
は
２
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
臨
み
ま
す
。 

●
盆
踊
り
練
習 

７
月
１
４
日
大
野
城
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
市
主
催
の
盆
踊

り
講
習
会
へ
牛
頸
区
か
ら
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
壇
上
の
模

範
を
見
な
が
ら
２
時
間
近
く
の
練
習
で
す
。

新
曲
も
交
え
て
冷
房
が
な
い
体
育
館
で
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
昼
か
ら
牛
頸
公
民
館
に
移

り
再
び
練
習
、
本
番
の
牛
頸
区
納
涼
夏
祭
り

へ
向
け
て
準
備
も
着
々
と
整
っ
て
い
ま
す
。 

文
化
部
、
婦
人
会
、
食
進
会
の
方
々
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

８
月
３
日
に
は
牛
頸
公
民
館
で
午
後
７
時
半
か
ら
練
習
を
し
ま

す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
牛
頸
区
・
若
草
区
合
同
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会 

７
月
２
２
日
平
野
小
学
校
体
育
館
で
ユ
ニ
カ-

ル
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
カ
ー
リ
ン
グ
み
た
い
な
競
技
で
老

若
男
女
、
誰
で
も
楽
し
め
る
競
技
で
す
。
区

の
各
部
会
か
ら
１
０
チ
ー
ム
、
体
育
班
が
２

０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
賑
や
か
に
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
競
技
し
ま
し
た
。
暑
い
中
で

の
競
技
で
し
た
が
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後

２
時
に
は
表
彰
式
を
終
了
し
て
閉
幕
と
な

り
ま
し
た
。 

手
伝
っ
て
頂
い
た
部
会
の
皆
様
や
体
育
部
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加

し
て
頂
い
た
地
域
の
皆
様
、
暑
い
中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

 

  

【
八
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

三
日 

子
育
て
サ
ロ
ン
「
あ
い
あ
い
く
ら
ぶ
」 

 
 

三
日 

盆
踊
り
練
習 

 
 

四
日 

隣
組
長
会 

 

一
六
日 

納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

二
三
日 

足
元
気
教
室 

二
五
日 

牛
頸
須
恵
器
窯
跡 

説
明
会 

 

三
一
日 

牛
頸
一
組
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
悠
々
会
交
流
会 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
牛
頸
ふ
れ
あ
い
会 

７
月
２
６
日
公
民
館
で
福
祉
推
進
委
員

会
主
催
「
牛
頸
ふ
れ
あ
い
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
参
加
者
の

歌
や
詩
舞
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。 

 

【
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
】 

●
牛
頸
公
民
館 

夏
休
み
学
習
教
室
開
放
中 

回
覧
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
学
習
教
室
開
放
を
実
施
中
で

す
。
日
程
表
を
ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
牛
頸
区
納
涼
盆
踊
り
大
会 

８
月
１
６
日
に
平
野
神
社
で
午
後
６
時
半
か
ら
開
催
で
す
。
子

供
達
に
は
ぜ
ん
ざ
い
や
参
加
賞
を
用
意
し
、
回
覧
で
配
布
し
て

い
る
抽
選
券
に
よ
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
抽
選
会
は
午
後
８

時
過
ぎ
に
行
い
ま
す
。
景
品
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
抽
選
券

を
お
忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
創
人
エ
イ
サ
ー
に
よ
る

太
鼓
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
皆
で
輪
に
な
り
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ

う
。
尚
、
雨
天
の
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

●
牛
頸
の
歴
史
を
知
ろ
う 

「
国
指
定
史
跡 

牛
頸
須
恵
器
窯
跡
」
の
説
明
会
を
８
月
２
５

日
（
土
）
１
９
時
～
２
１
時
、
牛
頸
公
民
館
１
階
集
会
室
で
開

催
し
ま
す
。
遺
跡
の
様
子
や
遺
物
の
特
徴
、
歴
史
的
意
義
に
つ

い
て
、
広
く
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
住

ま
い
の
地
区
に
あ
る
遺
跡
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
牛
頸
公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ 

８
月
１
２
日
か
ら
１
５
日
ま
で
公
民
館
は
休
館
と
な
り
ま
す
。 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の
牛
頸
ば
な
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
六
十
七
回 

 

牛
頸
村
の
デ
ー
タ 

 
 

古
い
資
料
か
ら
と
っ
た
牛
頸
村
の
色
ん
な
デ
ー
タ
を
纏
め

て
み
ま
し
た
。 

●
天
正
元
年
（
１
５
７
３
・
室
町
幕
府
が
滅
ん
だ
年
） 

 

田
４
５
町
、
畑
７
町
、
石
高
は
６
２
８
石
余 

 

●
享
保
二
年
（
１
８
０
２
）
戸
数
９
５
、
人
口
４
５
６
、
田

５
７
町
余
、
畑
１
２
町
余
、
商
人
３
、
大
工
１
、
木
び
き

（
キ
コ
リ
）
１
、
猟
師
１
０
、
牛
馬
８
７
頭 

●
明
治
十
三
年
（
１
８
８
０
）
戸
数
１
２
９
、
人
口
６
３
０
、

田
６
８
町
、
畑
１
２
町
余
、
米
１
１
３
５
石
、
山
林
６
４
１

町
余
、
池
１
４
か
所
、
牛
馬
９
０
頭 

●
明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
年
）
戸
数
１
３
６
、
人
口
７
０

７ ●
明
治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
戸
数
１
２
５
、
人
口
７
４

６ ●
大
正
初
め 

戸
数
１
０
７
、
職
業
は 

医
師
１
、
教
員
１
、

木
び
き
１
、
大
工
２
、
左
官
１
、
石
屋
２
、
桶
屋
２
、
粉
屋

（
水
車
）
３
、
農
業
９
４ 

●
昭
和
三
十
年
（
１
９
５
５
）
戸
数
１
５
２
、
人
口
１
０
０

１ ●
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
現
在
の
牛
頸
区
だ
け
の
戸

数
１
７
７
６
、
人
口
４
５
９
３ 

 

※ 

古
い
デ
ー
タ
は
上
牛
頸
と
下
牛
頸
を
合
わ
せ
た
も
の

か
別
々
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。 

デ
ー
タ
を
見
る
と
明
治
二
十
二
年
の
戸
数
は
１
２
５
戸
で

す
。
大
野
城
市
の
面
積
の
約
半
分
を
占
め
た
牛
頸
村
、
１
２

３
年
前
現
在
の
７
区
に
１
２
５
戸
で
す
か
ら
本
当
に
パ
ラ
パ

ラ
と
し
か
家
が
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
須
恵
器
が
盛
ん
に
焼

か
れ
て
い
た
頃
は
「
牛
頸
千
軒
七
ヵ
寺
七
浦
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
須
恵
器
が
衰
退
し
て
か
ら
純
農
村
の
姿
に
戻
っ

た
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
考
え
る
と
今
は
凄
ま
じ
い
！ 

 
 

 

竹
田 
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